
○人材の養成に関する目的・ＤＰ・ＣＰの関連

ＤＰは人材養成に関する目的を達成するための目標
ＤＰの各「項目」の到達状況は，関連する各ＣＰに定める「資質・能力」の総和
によって測定（評価）される。

地域協働専攻 CP1-1：現代社会における基礎能力 授業の到達目標

DP1：幅広く深い教養と豊かな人間性を身につけている。 CP1-2：国際性の基礎としての外国語能力 授業の到達目標

DP2：教育学的視点と地域学の基本的知識を身につけている。 CP1-3：基本的な人権意識 授業の到達目標

DP3：地域学を支える諸科学の専門知識を身につけている。 CP1-4：情報リテラシー 授業の到達目標

DP4：グローバル化した現代社会の地域学的問題を俯瞰的に捉え，国際的視野を持って
考える態度を身につけている。

CP1-5：文章表現（レポート作成）及びプレゼンテーション能力 授業の到達目標

DP5：地域の活性化・再生に，主体的に行動し取り組む姿勢を身につけている。
CP2-1：（高大接続を意識したオーソドックスな学問体系におけ
る）人文学系の教養

授業の到達目標

DP6：地域社会の課題を調査・研究し，その成果を国際的視野を持って他者に伝えるコ
ミュニケーションの能力と方法を身につけている。

CP2-2：（高大接続を意識したオーソドックスな学問体系におけ
る）社会科学系の教養

授業の到達目標

地域教育専攻
CP2-3：（高大接続を意識したオーソドックスな学問体系におけ
る）自然科学系の教養

授業の到達目標

DP1：幅広く深い教養と豊かな人間性を身につけている。
CP3-1：（地域社会の課題を国際的・グローバルな視点から捉え、
問題を複眼的・総合的に理解することの必要性を学ぶための）
「地域性（現場性）」

授業の到達目標

DP2：地域学の視点及び教育学の基本的知識，教職における使命感，責任感を身につけ
ている。

CP3-2：（地域社会の課題を国際的・グローバルな視点から捉え、
問題を複眼的・総合的に理解することの必要性を学ぶための）
「国際性（俯瞰性）」

授業の到達目標

DP3：初等教育と特別支援教育に関する専門的知識と技能を身につけている。
CP3-3：（地域社会の課題を国際的・グローバルな視点から捉え、
問題を複眼的・総合的に理解することの必要性を学ぶための）
「コミュニケーション力」

授業の到達目標

DP4：グローバル化した現代社会における子どもの教育問題を俯瞰的に捉え，国際的視
野を持って考える態度を身につけている。

DP5：地域の教育課題を理解し，学校教育を通して課題解決に取り組む主体的姿勢を身
につけている。

DP6：地域の教育課題を調査・研究し，その成果を国際的視野を持って他者に伝えるコ
ミュニケーションの能力と方法を身につけている。
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ＣＰはＤＰを達成するための目標
ＣＰの各「項目」の達成は関連する各授業の「到達目標」の総和によって測定（評価）さ
れる。

学部の課程及び学科における人材の養成に関する目的

国際地域学科地域協働専攻
 　地域学の基本的知識、教育学的視点及び地域学を支える諸科学の専門知識を持ち、グローバル化した現代社会の地域学的問題を俯瞰的に捉え、国際的視野を持って地域社会の諸問題
の解決のために積極的かつ主体的に行動できる人材を養成する。

国際地域学科地域教育専攻
 　地域の教育的課題解決に主体的に取り組み、特にグローバル化した現代社会に必要な国際性を持った子どもたちを育成するとともに、いじめ、不登校等の問題に苦しんでいる子ども
や特別なニーズのある子どもの支援に先導的に取り組むことができる人材を養成する。



○ＣＰと到達目標の関連確認票 （国際地域学科：函館校）

（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

共通基礎科目 日本国憲法(地域政策・地域環境・別科) △ × ○ × × × × ×

日本国憲法(国際協働・地域教育) △ × ○ × × ○ × ×

体育ⅠA ○ × × × × × × ×

体育ⅠB ○ × × × × × × ×

体育ⅠC ○ × × × × × × ×

体育ⅠD ○ × × × × × × ×

体育ⅠE ○ × × × × × × ×

体育ⅠF ○ × × × × × × ×

体育ⅠG ○ × × × × × × ×

体育ⅡA ○ × × × × × × ×

体育ⅡB ○ × × × × × × ×

体育ⅡC ○ × × × × × × ×

体育ⅡD ○ × × × × × × ×

体育ⅡE ○ × × × × × × ×

体育ⅡF ○ × × × × × × ×

体育ⅡG ○ × × × × × × ×

体育ⅡS ○ × × × × ○ × ×

倫理・人権 ○ × ○ × ○ × ○ ×

英語ⅠA × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠB × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠC × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠD × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠE × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠF × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠG × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠH × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠI × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠJ × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠK × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡA × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡB × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡC × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡD × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡE × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡF × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡＧ × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡＨ × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡＩ × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡＪ × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡＫ × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅠA × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅠB × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅠＣ × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅠＤ × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅡA × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅡB × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅡＣ × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅡＤ × ○ × × ○ × × ×

ドイツ語ⅠA × ○ × × ○ × × ×

ドイツ語ⅠB × ○ × × ○ × × ×

ドイツ語ⅡA × ○ × × ○ × × ×

ドイツ語ⅡB × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅠＡ × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅠＢ × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅠＣ × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅡA × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅡB × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅡＣ × ○ × × ○ × × ×

韓国・朝鮮語ⅠA × ○ × × ○ × × ×

韓国・朝鮮語ⅠB × ○ × × ○ × × ×

韓国・朝鮮語ⅡA × ○ × × ○ × × ×

韓国・朝鮮語ⅡB × ○ × × ○ × × ×

ロシア語Ⅰ × ○ × × ○ × × ×

ロシア語Ⅱ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠA × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠB × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠC × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠD × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠE × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠF × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠG × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠH × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠI × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠJ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠK × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠL × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠＭ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠＮ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠO × ○ × × ○ × × ×

ＣＰ

備　　　　　考

ＤＰ（地域協働専攻）

DP1：幅広く深い教養と豊かな人間性を身につけている。

DP2：教育学的視点と地域学の基本的知識を身につけている。

DP3：地域学を支える諸科学の専門知識を身につけている。

DP4：グローバル化した現代社会の地域学的問題を俯瞰的に捉え，国際的視野を持って考える態度を身につけている。

DP5：地域の活性化・再生に，主体的に行動し取り組む姿勢を身につけている。

DP6：地域社会の課題を調査・研究し，その成果を国際的視野を持って他者に伝えるコミュニケーションの能力と方法を身につけている。
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（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

ＣＰ

備　　　　　考

ＤＰ（地域協働専攻）

DP1：幅広く深い教養と豊かな人間性を身につけている。

DP2：教育学的視点と地域学の基本的知識を身につけている。

DP3：地域学を支える諸科学の専門知識を身につけている。

DP4：グローバル化した現代社会の地域学的問題を俯瞰的に捉え，国際的視野を持って考える態度を身につけている。

DP5：地域の活性化・再生に，主体的に行動し取り組む姿勢を身につけている。

DP6：地域社会の課題を調査・研究し，その成果を国際的視野を持って他者に伝えるコミュニケーションの能力と方法を身につけている。
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共通基礎科目 外国語コミュニケーション(英語)ⅡA × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡB × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡC × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡD × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡE × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡF × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡG × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡH × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡI × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡJ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡＫ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡＬ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡＭ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(中国語)A × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(中国語)B × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(ドイツ語) × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(フランス語)A × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(フランス語)Ｂ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(韓国・朝鮮語) × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(ロシア語) × ○ × × ○ × × ×

英語演習A × ○ × × ○ × × ×

英語演習B × ○ × × ○ × × ×

英語演習C × ○ × × ○ × × ×

英語演習D × ○ × × ○ × × ×

英語演習E × ○ × × ○ × △ ×

英語演習F × ○ × × ○ × × ×

英語演習G × ○ × × ○ × × ×

英語演習H × ○ × × ○ × × ×

英語演習I × ○ × × ○ × × ×

英語演習J × ○ × × ○ × △ ×

英語演習K × ○ × × ○ × × ×

英語演習L × ○ × × ○ × △ ×

中国語演習A × ○ × × ○ × × ×

中国語演習B × ○ × × ○ × △ ×

ドイツ語演習A × ○ × × ○ × × ×

ドイツ語演習B × ○ × × ○ × × ×

フランス語演習Ａ × ○ × × ○ × × ×

フランス語演習Ｂ × ○ × × ○ × × ×

韓国・朝鮮語演習 × ○ × × ○ × × ×

ロシア語演習 × ○ × × ○ × × ×

アカデミックスキルA ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルB ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルC

アカデミックスキルD ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルE ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルF ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルG ○ × × ○ ○ ○ × ×

アカデミックスキルH ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルI ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルJ ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルK ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルL ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルM ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルN ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルO ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルP ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルQ ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルR ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルS ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルT ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルU ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルV ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルW ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルX ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルY

アカデミックスキルZ ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルAA ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルAB ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルAC ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルAD

アカデミックスキルAE

アカデミックスキルAF

アカデミックスキルAG

アカデミックスキルAH

アカデミックスキルAI

アカデミックスキルAJ

情報機器の操作(国際協働)A × × × × △ × × ×

情報機器の操作(国際協働)B × × × × △ × × ×

情報機器の操作(国際協働)C × × × × △ × × ×

情報機器の操作(国際協働)D × × × × △ × × ×

情報機器の操作(国際協働)E × × × × △ × × ×

情報機器の操作(地域政策)A × × × × △ × × ×

情報機器の操作(地域政策)B × × × × △ × × ×

情報機器の操作(地域政策)C × × × × △ × × ×

情報機器の操作(地域政策)D × × × × △ × × ×

情報機器の操作(地域環境)A × × × × △ × × ×

情報機器の操作(地域環境)B × × × × △ × × ×

情報機器の操作(地域環境)C × × × × △ × × ×



（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

ＣＰ

備　　　　　考

ＤＰ（地域協働専攻）

DP1：幅広く深い教養と豊かな人間性を身につけている。

DP2：教育学的視点と地域学の基本的知識を身につけている。

DP3：地域学を支える諸科学の専門知識を身につけている。

DP4：グローバル化した現代社会の地域学的問題を俯瞰的に捉え，国際的視野を持って考える態度を身につけている。

DP5：地域の活性化・再生に，主体的に行動し取り組む姿勢を身につけている。

DP6：地域社会の課題を調査・研究し，その成果を国際的視野を持って他者に伝えるコミュニケーションの能力と方法を身につけている。

人材養成に関する目的に応えてい
るか

地
域
学
の
基
本
的
知
識䣍

教
育
学
的
視
点
及
び
地
域
学
を

支
え
る
諸
科
学
の
専
門
知
識

グ
ロ䤀
バ
ル
化
し
た
現
代
社
会
の
地
域
学
的
問
題

国
際
的
視
野
を
持䣬

て
地
域
社
会
の
諸
問
題
の
解
決

C
P
1
-
1
：
現
代
社
会
に
お
け
る
基
礎
能
力

C
P
1
-
2
：
国
際
性
の
基
礎
と
し
て
の
外
国
語
能
力

C
P
1
-
3
：
基
本
的
な
人
権
意
識

C
P
1
-
4
：
情
報
リ
テ
ラ
シ䤀

C
P
3
-
2
：䥹

地
域
社
会
の
課
題
を
国
際
的
・
グ
ロ䤀

バ
ル
な
視
点
か
ら
捉
え䣍

問
題
を
複
眼
的
・
総
合
的
に
理

解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
学
ぶ
た
め
の䥺

䣓
国
際
性䥹

俯

瞰
性䥺

䣔

C
P
3
-
3
：䥹

地
域
社
会
の
課
題
を
国
際
的
・
グ
ロ䤀

バ
ル
な
視
点
か
ら
捉
え䣍

問
題
を
複
眼
的
・
総
合
的
に
理

解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
学
ぶ
た
め
の䥺

䣓

コ
ミ䣻

ニ

ケ䤀

シ䣼

ン
力䣔

C
P
1
-
5
：
文
章
表
現䥹

レ
ポ䤀

ト
作
成䥺

及
び
プ
レ

ゼ
ン
テ䤀

シ䣼

ン
能
力

C
P
2
-
1
：䥹

高
大
接
続
を
意
識
し
た
オ䤀

ソ
ド䣹

ク

ス
な
学
問
体
系
に
お
け
る䥺

人
文
学
系
の
教
養

C
P
2
-
2
：䥹

高
大
接
続
を
意
識
し
た
オ䤀

ソ
ド䣹

ク

ス
な
学
問
体
系
に
お
け
る䥺

社
会
科
学
系
の
教
養

C
P
2
-
3
：䥹

高
大
接
続
を
意
識
し
た
オ䤀

ソ
ド䣹

ク

ス
な
学
問
体
系
に
お
け
る䥺

自
然
科
学
系
の
教
養

C
P
3
-
1
：䥹

地
域
社
会
の
課
題
を
国
際
的
・
グ
ロ䤀

バ
ル
な
視
点
か
ら
捉
え䣍

問
題
を
複
眼
的
・
総
合
的
に
理

解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
学
ぶ
た
め
の䥺

䣓

地
域
性䥹

現

場
性䥺

䣔

基礎教養科目 人文科学入門Ⅰ(英米文学概論Ⅰ) ○ × × × × ×

人文科学入門Ⅱ(文化人類学) ○ × × × △ ×

人文科学入門Ⅱ(言語学) ○ × × × × ×

人文科学入門Ⅱ(倫理学) ○ × × × × ×

社会科学入門Ⅰ(社会学) × ○ × × × △

社会科学入門Ⅰ(経済学) × ○ × △ △ ×

社会科学入門Ⅰ(社会調査) × ○ × △ × ×

社会科学入門Ⅱ(公共政策) × ○ × △ × ×

社会科学入門Ⅱ(社会福祉学) × ○ × ○ ○ ○

社会科学入門Ⅱ(教育の基本問題) × ○ × △ × ×

自然科学入門Ⅰ(物理学) × × ○ × × ×

自然科学入門Ⅰ(数学) × × ○ × × ×

自然科学入門Ⅱ(地球科学) × × ○ × × ×

自然科学入門Ⅱ(情報科学) × × ○ × × ×



（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

ＣＰ

備　　　　　考

ＤＰ（地域協働専攻）

DP1：幅広く深い教養と豊かな人間性を身につけている。

DP2：教育学的視点と地域学の基本的知識を身につけている。

DP3：地域学を支える諸科学の専門知識を身につけている。

DP4：グローバル化した現代社会の地域学的問題を俯瞰的に捉え，国際的視野を持って考える態度を身につけている。

DP5：地域の活性化・再生に，主体的に行動し取り組む姿勢を身につけている。

DP6：地域社会の課題を調査・研究し，その成果を国際的視野を持って他者に伝えるコミュニケーションの能力と方法を身につけている。

人材養成に関する目的に応えてい
るか

地
域
学
の
基
本
的
知
識䣍

教
育
学
的
視
点
及
び
地
域
学
を
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え
る
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科
学
の
専
門
知
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グ
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バ
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化
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た
現
代
社
会
の
地
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学
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問
題

国
際
的
視
野
を
持䣬

て
地
域
社
会
の
諸
問
題
の
解
決

C
P
1
-
1
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現
代
社
会
に
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け
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礎
能
力
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1
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2
：
国
際
性
の
基
礎
と
し
て
の
外
国
語
能
力

C
P
1
-
3
：
基
本
的
な
人
権
意
識

C
P
1
-
4
：
情
報
リ
テ
ラ
シ䤀

C
P
3
-
2
：䥹

地
域
社
会
の
課
題
を
国
際
的
・
グ
ロ䤀

バ
ル
な
視
点
か
ら
捉
え䣍

問
題
を
複
眼
的
・
総
合
的
に
理

解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
学
ぶ
た
め
の䥺

䣓
国
際
性䥹

俯

瞰
性䥺

䣔

C
P
3
-
3
：䥹

地
域
社
会
の
課
題
を
国
際
的
・
グ
ロ䤀

バ
ル
な
視
点
か
ら
捉
え䣍

問
題
を
複
眼
的
・
総
合
的
に
理

解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
学
ぶ
た
め
の䥺

䣓

コ
ミ䣻

ニ

ケ䤀

シ䣼

ン
力䣔

C
P
1
-
5
：
文
章
表
現䥹

レ
ポ䤀

ト
作
成䥺

及
び
プ
レ

ゼ
ン
テ䤀

シ䣼

ン
能
力

C
P
2
-
1
：䥹

高
大
接
続
を
意
識
し
た
オ䤀

ソ
ド䣹

ク

ス
な
学
問
体
系
に
お
け
る䥺

人
文
学
系
の
教
養

C
P
2
-
2
：䥹

高
大
接
続
を
意
識
し
た
オ䤀

ソ
ド䣹

ク

ス
な
学
問
体
系
に
お
け
る䥺

社
会
科
学
系
の
教
養

C
P
2
-
3
：䥹

高
大
接
続
を
意
識
し
た
オ䤀

ソ
ド䣹

ク

ス
な
学
問
体
系
に
お
け
る䥺

自
然
科
学
系
の
教
養

C
P
3
-
1
：䥹

地
域
社
会
の
課
題
を
国
際
的
・
グ
ロ䤀

バ
ル
な
視
点
か
ら
捉
え䣍

問
題
を
複
眼
的
・
総
合
的
に
理

解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
学
ぶ
た
め
の䥺

䣓

地
域
性䥹

現

場
性䥺

䣔

現代地域教養Ⅰ(外国語としての日本語) △ ○ × × × ×

現代地域教養Ⅰ(外国語の学び方) ○ ○ ○ × × ×

現代地域教養Ⅱ(法哲学) △ ○ × ○ × ×

現代地域教養Ⅱ(現代の社会) ○ × × × × ×

現代地域教養Ⅱ(環境経営学) × × × × × ×

現代地域教養Ⅱ(グローバリゼーションと地
域社会)

△ × × × × ×

現代地域教養Ⅱ(アイヌ語) ○ × × × × ×

現代地域教養Ⅲ(世界の環境問題) ○ ○ × × ○ ○

現代地域教養Ⅲ(人間と薬) × × × × × ×

現代地域教養Ⅲ(アイヌ民族と文化) ○ × × × × ×

現代地域教養Ⅳ(国際人権論) △ ○ × × × ×

現代地域教養Ⅳ(国際福祉論) ○ ○ × × × ×

北海道スタディズ（北海道の生活文化E） ○ × × × × ×

現代地域教養科
目



○ＣＰと到達目標の関連確認票 （国際地域学科：函館校）

（凡例）

満たしている：○

満たしていない：×

一部を満たしている：△

科目区分 科　　　　　目

共通基礎科目 日本国憲法(国際協働・地域教育) × × ○ × × × × ×

体育ⅠA ○ × × × × × × ×

体育ⅠB ○ × × × × × × ×

体育ⅠC ○ × × × × × × ×

体育ⅠD ○ × × × × × × ×

体育ⅠE ○ × × × × × × ×

体育ⅠF ○ × × × × × × ×

体育ⅠG ○ × × × × × × ×

体育ⅡA ○ × × × × × × ×

体育ⅡB ○ × × × × × × ×

体育ⅡC ○ × × × × × △ ×

体育ⅡD ○ × × × × × × ×

体育ⅡE ○ × × × × × × ×

体育ⅡF ○ × × × × × × ×

体育ⅡG ○ × × × × × × ×

体育ⅡS ○ × × × × × × ×

倫理・人権 ○ × ○ × ○ × × ×

英語ⅠA × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠB × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠC × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠD × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠE × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠF × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠG × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠH × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠI × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠJ × ○ × × ○ × × ×

英語ⅠK × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡA × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡB × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡC × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡD × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡE × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡF × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡＧ × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡＨ × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡＩ × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡＪ × ○ × × ○ × × ×

英語ⅡＫ × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅠA × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅠB × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅠＣ × ○ × × ○ × △ ×

中国語ⅠＤ × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅡA × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅡB × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅡＣ × ○ × × ○ × × ×

中国語ⅡＤ × ○ × × ○ × × ×

ドイツ語ⅠA × ○ × × ○ × × ×

ドイツ語ⅠB × ○ × × ○ × × ×

ドイツ語ⅡA × ○ × × ○ × × ×

ドイツ語ⅡB × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅠＡ × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅠＢ × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅠＣ × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅡA × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅡB × ○ × × ○ × × ×

フランス語ⅡＣ × ○ × × ○ × × ×

韓国・朝鮮語ⅠA × ○ × × ○ × × ×

韓国・朝鮮語ⅠB × ○ × × ○ × × ×

韓国・朝鮮語ⅡA × ○ × × ○ × × ×

韓国・朝鮮語ⅡB × ○ × × ○ × × ×

ロシア語Ⅰ × ○ × × ○ × × ×

ロシア語Ⅱ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠA × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠB × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠC × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠD × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠE × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠF × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠG × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠH × ○ × × ○ × △ ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠI × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠJ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠK × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠL × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠＭ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠＮ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅠO × ○ × × ○ × × ×

国
際
性
を
持䣬

た
子
ど
も
た
ち
を
育
成

C
P
3
-
1
：䥹

地
域
社
会
の
課
題
を
国
際
的
・
グ
ロ䤀

バ
ル
な
視
点
か
ら
捉
え䣍

問
題
を
複
眼
的
・
総
合
的
に
理

解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
学
ぶ
た
め
の䥺

䣓

地
域
性䥹

現

場
性䥺

䣔

C
P
3
-
2
：䥹

地
域
社
会
の
課
題
を
国
際
的
・
グ
ロ䤀

バ
ル
な
視
点
か
ら
捉
え䣍

問
題
を
複
眼
的
・
総
合
的
に
理

解
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
学
ぶ
た
め
の䥺

䣓

国
際
性䥹

俯

瞰
性䥺

䣔

C
P
2
-
3
：䥹

高
大
接
続
を
意
識
し
た
オ䤀

ソ
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ス
な
学
問
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お
け
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自
然
科
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C
P
1
-
3
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基
本
的
な
人
権
意
識
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P
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情
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テ
ラ
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P
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作
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及
び
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ゼ
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力
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P
2
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問
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す
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の
教
育
的
課
題
解
決

DP5：地域の教育課題を理解し，学校教育を通して課題解決に取り組む主体的姿勢を身につけている。

ＤＰ（地域教育専攻）

DP1：幅広く深い教養と豊かな人間性を身につけている。

DP2：地域学の視点及び教育学の基本的知識，教職における使命感，責任感を身につけている。

DP3：初等教育と特別支援教育に関する専門的知識と技能を身につけている。

DP4：グローバル化した現代社会における子どもの教育問題を俯瞰的に捉え，国際的視野を持って考える態度を身につけている。

DP6：地域の教育課題を調査・研究し，その成果を国際的視野を持って他者に伝えるコミュニケーションの能力と方法を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか
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：
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代
社
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け
る
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の
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的
課
題
解
決

DP5：地域の教育課題を理解し，学校教育を通して課題解決に取り組む主体的姿勢を身につけている。

ＤＰ（地域教育専攻）

DP1：幅広く深い教養と豊かな人間性を身につけている。

DP2：地域学の視点及び教育学の基本的知識，教職における使命感，責任感を身につけている。

DP3：初等教育と特別支援教育に関する専門的知識と技能を身につけている。

DP4：グローバル化した現代社会における子どもの教育問題を俯瞰的に捉え，国際的視野を持って考える態度を身につけている。

DP6：地域の教育課題を調査・研究し，その成果を国際的視野を持って他者に伝えるコミュニケーションの能力と方法を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
現
代
社
会
に
お
け
る
基
礎
能
力

C
P
1
-
2
：
国
際
性
の
基
礎
と
し
て
の
外
国
語
能
力
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じ
め䣍

不
登
校
等
の
問
題
に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
や
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別
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の
あ
る
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ど
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の
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援
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P
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-
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を
意
識
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な
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問
体
系
に
お
け
る䥺

社
会
科
学
系
の
教
養

共通基礎科目 外国語コミュニケーション(英語)ⅡA × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡB × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡC × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡD × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡE × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡF × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡG × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡH × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡI × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡJ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡＫ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡＬ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(英語)ⅡＭ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(中国語)A × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(中国語)B × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(ドイツ語) × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(フランス語)A × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(フランス語)Ｂ × ○ × × ○ × × ×

外国語コミュニケーション(韓国・朝鮮語) × ○ × × ○ × △ ×

外国語コミュニケーション(ロシア語) × ○ × × ○ × × ×

英語演習A × ○ × × ○ × × ×

英語演習B × ○ × × ○ × × ×

英語演習C × ○ × × ○ × × ×

英語演習D × ○ × × ○ × × ×

英語演習E × ○ × × ○ × × ×

英語演習F × ○ × × ○ × × ×

英語演習G × ○ × × ○ × × ×

英語演習H × ○ × × ○ × × ×

英語演習I × ○ × × ○ × × ×

英語演習J × ○ × × ○ × × ×

英語演習K × ○ × × ○ × × ×

英語演習L × ○ × × ○ × × ×

中国語演習A × ○ × × ○ × × ×

中国語演習B × ○ × × ○ × △ ×

ドイツ語演習A × ○ × × ○ × × ×

ドイツ語演習B × ○ × × ○ × × ×

フランス語演習Ａ × ○ × × ○ × × ×

フランス語演習Ｂ × ○ × × ○ × × ×

韓国・朝鮮語演習 × ○ × × ○ × × ×

ロシア語演習 × ○ × × ○ × × ×

アカデミックスキルA

アカデミックスキルB

アカデミックスキルC

アカデミックスキルD

アカデミックスキルE

アカデミックスキルF

アカデミックスキルG

アカデミックスキルH

アカデミックスキルI

アカデミックスキルJ

アカデミックスキルK

アカデミックスキルL

アカデミックスキルM

アカデミックスキルN

アカデミックスキルO

アカデミックスキルP

アカデミックスキルQ

アカデミックスキルR

アカデミックスキルS

アカデミックスキルT

アカデミックスキルU

アカデミックスキルV

アカデミックスキルW

アカデミックスキルX

アカデミックスキルY

アカデミックスキルZ

アカデミックスキルAA

アカデミックスキルAB

アカデミックスキルAC

アカデミックスキルAD ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルAE ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルAF ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルAG ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルAH ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルAI ○ × × ○ ○ × × ×

アカデミックスキルAJ ○ × × ○ ○ × × ×

情報機器の操作(地域教育)A ○ × × ○ ○ × × ×

情報機器の操作(地域教育)B ○ × × ○ ○ × × ×

情報機器の操作(地域教育)C ○ × × ○ ○ × × ×



（凡例）
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す
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的
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DP5：地域の教育課題を理解し，学校教育を通して課題解決に取り組む主体的姿勢を身につけている。

ＤＰ（地域教育専攻）

DP1：幅広く深い教養と豊かな人間性を身につけている。

DP2：地域学の視点及び教育学の基本的知識，教職における使命感，責任感を身につけている。

DP3：初等教育と特別支援教育に関する専門的知識と技能を身につけている。

DP4：グローバル化した現代社会における子どもの教育問題を俯瞰的に捉え，国際的視野を持って考える態度を身につけている。

DP6：地域の教育課題を調査・研究し，その成果を国際的視野を持って他者に伝えるコミュニケーションの能力と方法を身につけている。

ＣＰ
人材養成に関する目的に応えてい

るか

備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
現
代
社
会
に
お
け
る
基
礎
能
力

C
P
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-
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：
国
際
性
の
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と
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社
会
科
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の
教
養

基礎教養科目 人文科学入門Ⅰ(英米文学概論Ⅰ) ○ × × × × ×

人文科学入門Ⅱ(文化人類学) ○ × × × × ×

人文科学入門Ⅱ(言語学) ○ × × × × ×

人文科学入門Ⅱ(倫理学) ○ × × × × ×

社会科学入門Ⅰ(社会学) × ○ × × × ×

社会科学入門Ⅰ(経済学) × ○ × × × ×

社会科学入門Ⅰ(社会調査) × ○ × × × ×

社会科学入門Ⅱ(公共政策) × ○ × × × ×

社会科学入門Ⅱ(社会福祉学) × ○ × × △ ×

社会科学入門Ⅱ(教育の基本問題) × ○ × ○ × ○

自然科学入門Ⅰ(物理学) × × ○ × × ×

自然科学入門Ⅰ(数学) × × ○ × × ×

自然科学入門Ⅱ(地球科学) × × ○ × × ×

自然科学入門Ⅱ(情報科学) × × ○ × × ×
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DP5：地域の教育課題を理解し，学校教育を通して課題解決に取り組む主体的姿勢を身につけている。

ＤＰ（地域教育専攻）

DP1：幅広く深い教養と豊かな人間性を身につけている。

DP2：地域学の視点及び教育学の基本的知識，教職における使命感，責任感を身につけている。

DP3：初等教育と特別支援教育に関する専門的知識と技能を身につけている。

DP4：グローバル化した現代社会における子どもの教育問題を俯瞰的に捉え，国際的視野を持って考える態度を身につけている。

DP6：地域の教育課題を調査・研究し，その成果を国際的視野を持って他者に伝えるコミュニケーションの能力と方法を身につけている。
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備　　　　　考

C
P
1
-
1
：
現
代
社
会
に
お
け
る
基
礎
能
力

C
P
1
-
2
：
国
際
性
の
基
礎
と
し
て
の
外
国
語
能
力

い
じ
め䣍

不
登
校
等
の
問
題
に
苦
し
ん
で
い
る
子
ど
も
や

特
別
な
ニ䤀

ズ
の
あ
る
子
ど
も
の
支
援

C
P
2
-
2
：䥹

高
大
接
続
を
意
識
し
た
オ䤀

ソ
ド䣹

ク

ス
な
学
問
体
系
に
お
け
る䥺

社
会
科
学
系
の
教
養

現代地域教養Ⅰ(外国語としての日本語) △ ○ × × × ×

現代地域教養Ⅰ(外国語の学び方) ○ ○ ○ × × ×

現代地域教養Ⅱ(法哲学) △ ○ × × × ×

現代地域教養Ⅱ(現代の社会) ○ × × × × ×

現代地域教養Ⅱ(環境経営学) × × × × × ×

現代地域教養Ⅱ(グローバリゼーションと地
域社会)

△ × × × × ×

現代地域教養Ⅱ(アイヌ語) ○ × × × × ×

現代地域教養Ⅲ(世界の環境問題) ○ ○ × × △ ×

現代地域教養Ⅲ(人間と薬) × × × × × ×

現代地域教養Ⅲ(アイヌ民族と文化) ○ × × × × ×

現代地域教養Ⅳ(国際人権論) △ ○ × × × ×

現代地域教養Ⅳ(国際福祉論) ○ ○ × × △ △

北海道スタディズ（北海道の生活文化E） ○ × × × × ×

現代地域教養科
目



○同一・複数開講の授業科目の到達目標と成績評価基準の状況確認票 （国際地域学科：函館校）

（凡例）

該当している：○

科目区分 科　　　　　目

共通基礎科目 体育Ⅰ ○ ○

体育Ⅱ ○ ○

英語Ⅰ ○ ○

英語Ⅱ ○ ○

中国語Ⅰ ○ ○

中国語Ⅱ ○ ○

ドイツ語Ⅰ ○ ○

ドイツ語Ⅱ ○ ○

フランス語Ⅰ ○ ○

フランス語Ⅱ ○ ○

韓国・朝鮮語Ⅰ ○ ○

韓国・朝鮮語Ⅱ ○ ○

外国語コミュニケーション(英語)Ⅰ ○ ○

外国語コミュニケーション(英語)Ⅱ ○ ○

外国語コミュニケーション(中国語) ○ ○

外国語コミュニケーション(フランス語) ○ ○

英語演習 ○ ○

中国語演習 ○ ○

ドイツ語演習 ○ ○

フランス語演習 ○ ○

アカデミックスキル ○ ○

情報機器の操作(国際協働) ○ ○

情報機器の操作(地域政策) ○ ○

情報機器の操作(地域環境) ○ ○

情報機器の操作(地域教育) ○ ○

備　　考

左
記
以
外

到
達
目
標

成
績
評
価
の
方

法
・
基
準

全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い

る
※

全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い

る
部
分
が
あ
る
※

左
記
以
外

全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い

る
※

全
て
の
科
目
で
統
一
さ
れ
て
い

る
部
分
が
あ
る
※


